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　後半巻き返しをはかりたい東京は、引き続き高いディフェンスからの速攻を狙う

が、豊田合成の堅いセットディフェンスとＧＫ藤戸の好セーブにより、なかな点差を

詰めることができない。逆にディフェンスから速攻で確実に得点を挙げた豊田合成が

優位に試合を展開し、18分過ぎにはメンバーを入れ替える余裕も見せる。結局、さら

に点差を広げた豊田合成が35対22で勝利、準決勝進出を決めた。
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　立ち上がりから硬さのみられる東京は、豊田合成の高いディフェンスを前にミスを

誘発され、それを豊田合成が速攻につなげる展開となる。ディフェンスから立て直し

たい東京だったが、豊田合成のワイドに広げた攻撃展開でＣＢとＰＶでのコンビプ

レーを守り切れずに失点を重ねてしまう。19分過ぎに13対5と豊田合成が大量リードを

奪った時点でタイムアウトを取った東京は、ディフェンスシステムを高いマンツーマ

ンに変更した。すると豊田合成の選手の足が止まり、失点をなくすかに見えたが、相

変わらず豊田合成の高いディフェンスの前に、東京は攻撃面でのミスが出てしまい点

差を詰めるには至らなかった。18対9と豊田合成が9点リードして前半を終えた。


